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運行の見直し

公共交通空白地

解決！

自家用車 バス・自転車・
デマンドバス

　地域の特性やニーズに応じて公共交通体系を見直し、地域公共交通の維持と活性化に向け
た取り組みを推進するため、「石狩市地域公共交通網形成計画」を本年3月に定めました。
　計画に基づき、まちの持続に向けた利便性の高い公共交通網を形成するため、下記の施策を
推進します。

公共交通がない地域への
交通手段の確保

⇒公共交通がない地域の住民は、自家用車に頼らざ
るを得ない生活を送っているため、自家用車以外
にも日常生活で利用できる交通手段の確保を目指
します。

※モビリティ・マネジメント
　過度に自家用車に頼る状態から、公共交通や徒歩などを含めた多様な交通
　手段を適度に利用する状態へと少しずつ変えていく取り組みのこと

石狩市地域公共交通網形成計画石狩市地域公共交通網形成計画

取り組み
❷

モビリティ・マネジメント※の
推進

⇒公共交通の維持に向け、市民の公共交通を利用して守り
たいや、公共交通を利用したい、といった意識の醸成を図
るため、学校・事業所などを対象とした地域、世代に応じた
モビリティ・マネジメント（乗り方教室、体験乗車会など）を
展開し、公共交通への転換を促します。

取り組み
❹

石狩湾新港地域への
公共交通利便性の向上

⇒札幌圏の産業拠点として重要な地域でありながら、
公共交通の不便地域であり、就労者の約７割が通勤
のために自家用車に頼らざるを得ない状況のため、
新港地域の公共交通の利便性向上を目指します。

取り組み
❸

現行サービスレベルの
維持・確保・改善

⇒公共交通の利用促進策によって利用者を増やし、
現在の公共交通網の維持・確保に努めるととも
に、利用者ニーズとの不一致が見られる路線や
ダイヤについて、交通事業者と協議を進め、改善
に向けて検討します。

取り組み
❶

　地域公共交通を維持・活性化するためには、地域公共交通を
地域のニーズに合致したものにしていくことが必要です。そのため
には、市や公共交通事業者単独の取り組みだけでは限界があり、
利用者をはじめとした地域主体に、これまで以上に大きな役割が

期待されています。
　市民の皆さんには地域公共交通のあり方を考えていただき、
積極的に利用していただくことが重要です。

公共交通の維持に向けて
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　自転車が安全快適に移動できる環境整備を進めるため、全国でも先駆的な「石狩市自転
車活用推進計画」を本年3月に定めました。
　計画に基づき、走行環境の改善、安全利用の促進に向けた施策を推進します。

⇒自転車利用者に対して視覚的な誘導を行うとともに、自動車
運転者に対しても自転車の通行に対する注意喚起を行うため、
路面に自転車ピクトグラムや矢羽根型路面表示を設置します。

⇒広報などさまざまな媒体を通じて、引き続き〈自転車安全
利用五則〉の周知を図ります。

〈自転車安全利用五則〉
１．自転車は車道が原則、歩道は例外
２．車道は左側を通行すること
３．歩道は歩行者が優先。歩道を走る場合は車道寄
　りを徐行
４．飲酒運転・二人乗り・並走は禁止。夜間はライト
　点灯、交差点では信号を守り、一時停止・安全確
　認をする
５．子どもはヘルメットを着用

⇒小・中学生を対象に、プロガイドによる
交通安全教室を開催します。

⇒サイクリングコースの多くは自動車
の交通量が少ない道を選択しており、
分岐する交差点では目印が少なく
利用者が迷いやすいため、主要な
分岐点に案内看板を設置します。

石狩市のサイクリングコースにおけるルート案内看板の設置イメージ

石狩市自転車活用推進計画石狩市自転車活用推進計画

路面表示の設置取り組み
❶

自転車の安全利用の促進取り組み
❸

学校における
交通安全教室の推進

取り組み
❹

案内看板の
設置

取り組み
❷

❸確認（交差点の先）

❶予告（交差点手前）

進行方向

交差点までの
距離
ピクトグラム

ルート番号

ルート名

自転車ピクトグラム

矢羽根型
路面表示

通行方向

❷分岐（交差点部）

　自転車が通行すべき部分および方向を示すもの。自転車は矢印の向きに
通行してください。

自転車ピクトグラム・矢羽根型路面表示とは？

プロガイドの
石塚さん

楽しく安全に
ライドしよう！

北海道開発局による路面表示試行例

　学校以外でも年齢に応じた内容で実施できます。
お問い合わせください。
申 込 方 法　電話で希望実施日を予約の上、実施日の
　　　　　　 1週間前までに申込書を提出
申込・問合せ　交通安全推進委員会（広聴・市民生活課内）
　　　　　　 ☎72・3191

交通安全教室を活用しよう！


